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1 感覚的確信、 或はこのも と払金

1 「意識経験の学」 を目指すところの 「我々」 にとっての最初の直接的な問題である
ところの知は

"""。-仁コニミ三三三三三三三正"。""
捕捉すること :概念的理解を遠ざけた

2感覚的確信の要件
・ その内容の領域は時間と空間である
， 内容の具体性 1一見したところの)

も・つ と も豊かな 。 無限に豊富な内容を持つ認識
内容の 「そとに出て行くノ一片の内にはいって行く 」 場合の眼界のなさ

もっと も真実な確信 :対象からの直接性
「対象をあますところな く完全な姿で己の前にもっている」

・ 感覚的確信の心理の抽象性、 貧弱な真理 (実際に於ける )
その 「知」 が言明するのは 「それが存在する (有る) 」 という こ とのみ

感覚的確信の真理二事柄の存在 (対象) 二 「このもの」
感覚的確信の意識古純粋な自我 1社) = 「このひと」

・ 感覚的確信は 「単純な直接態」 であ り、 「純粋な関係」 である (㏄)
「即ち意識は自我であり、 これ以上のなにものでもな く純粋なこのひとであ り 、

そう して個別的なひとが純粋な 「このもの」 を、 言いかえる と、 個別的なもの
を知っているのである」

・ 感覚的確信の個別性

co 現実的な感覚的確信
・ 「純粋存在」 周辺の戯れ :
・ 「直接態の実例」 二 「区別」

「純粋な直接態 1無媒介態) 」 からの離脱
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自我と しての 「このひと」
・ 「区別」 についての 「反省」

事柄と しての 「このもの」丁とが 「離れ落ちる」

「確信をもっている」

他者       相互に媒介 感覚的確信の現実態

「確信のう ちにある」

[一   この確信の対象]

4感覚的確信に於ける 「区別」
・ 「我々」 が規定する区別の形式

本質/実例 ・ 無媒介態/媒介態
・ 感覚的確信に於て見出される、 あるがままの形式

対  象   :単純な無媒介に存在するもの一本質的

知一自我   :他者を介してある媒介されたもの-一-一非本質的

・ この形式に於ける 「対象」 の先行性 (81)

5感覚的確信の考察の位和
本質的実在であると された 「対象の概念」 は考察されるべきである
(しかし)

そのために 「考え直す (反省) 」 こ とがあってはならず、
「感覚的確信が具えているがま まの姿において、 対象を考察するにとどめな く て

はならない。 」
ぽ対象の概念一対象の概念は、 (71)ぺージに於て二重の意味を提示されているが、

ここでは 「知と しての概念」 の意味である。
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6    感覚的確信に於6頁理
 E 「このもの」 の 「存在の二重の形態」

此処) とはなんであるか」

 E 感覚的確信の真理の検討 (方法)
直接的な問いによる応答の記述

 u B'" B" B"""'丁  u B"" B""'
その場限りの其程 :昼には気の抜けたものになってしま う

7 感覚的確信の真理の校訂 ( 「今」 の記述による分析)
 E 「今は夜である」 という記述による 「夜であると ころの今」 の保存

(二会が 「存在する もの」 と して取り扱われることを意味する)

しかし A それは真昼には気の抜けた真理となってしま う こ とから A 今は存在し
ないものであるこ とが分かる B

にもかかわらず A 今は持続する                                          (籠)
 E E E 今の持続に於て持航するものは否定的なもの一般と してであ り  A 持航する今

は他の今の非在の媒介によ り  A 他の今の実例を関知するこ とのない単純なもの
と して規定される今である B
(今の普遍桂ニ 「感覚的確信にとっての真なる もの」 )

00 感覚的なものの言い表し (普遍的なものと しての言表)
 E 「我々はこの感覚的確信において私念している通りには言わない」

Ⅰ称念している感覚的存在の言表不能性:言葉による称念への反核

0 「このもの」 のいまひとつの形式たる 「此処」 についての事態の同一性
「媒介された単純態ない し普逼態を示す」

lo
在の持続一この存在は否定と媒介を本質とする

純粋な普遍態 A 抽象と規定される存在
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11 経験と しての感覚的確信                                                     (83) 
 E 知と対象との関係 (関係の反転) 

対象の普通性: この確信の本質である単純な直接性 「このもの」 からの脱却
I                   一感覚的確信にとってはもはや非本質的

知 (自我) : 「確信の真理は対象の内にあっても A この 「対象」 は私の対象
と しての対象であ り  A 言いかえると  A 確信は私念 (このひと )
のう ちにあ り A 対象は自我がこれについて知るから存在するの
である B 」 一本質的

(二  この確信の主観ƒR

12 感覚的確信の真理の私 (自我) への移行
 E 今と此処についての称念の消失を阻止する 「私@

一見るこ と A 聞く こと等の直接態
 E 前項と同様の弁証法 1関係)

私は 「樹があるところが此処である」 という
他の私は 「此処は樹ではなく家である」 と  B口 「一方の真理は他方の真

理に於て消え失せる」

13 麟的確信に船る私 1自我) の其程
普遍的なものと しての私 (自我)

この場合の 「見ること」 は甘や家という特定の対象を (自体と して)
ではなく  A やはりそれらの否定に媒介されている単純な見るこ との内に
ている B

個別的な私 ‚-自我) の言表不能性
言い現すこ とが常に普遍的なものを費すよう に A 個別的な 「このひと

いて言う こ とはすべての個別的な  E「このひと」 のこ とになってしまう  B
一この私念を個別性に留めたまま言い現すこ とは不可能である

⑭
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[三 主客関係と しての確信ƒR

14 感覚的確信の本質
 E この確信の本質はそれ自身の全体である
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15 純粋な直接態の真理
ただひとつの直接的な関係への固執

一  「本質と非本質の区別を設けない」
「いかなる区別も侵入できない自己自同制を保つ関係と しての持続」    (85)

16 純粋な直接態の真理の指示

17 指示によ る存在の開示
 E 「今」 の真理

合の指示は存在の今を捉えるこ とはできない A それはƒL箭示された時には既に
過去に埋没した 「存在した」 ものであり  A 指示された存在は 「存在する」 こ と
を停止している B 今の指示によって存在したものは本質を奪われている B

18 指示の運動
「今」 の指示の運動の過程

① 私は今を指示する :指示による最初の真理の取り消し
② 今の取‚è消しの指示: 第2の真理の主張
③ 今の否定の否定 : 第2の真理の取り消し一景初の真理への還帰

「今」 の指示の運動の意味一会の普通性の経験     1㏄)
この指示の運動は円環を成しているが A その運動の過程で浮かぴ上がって来

るのは 「他的存在のう ちにおいても己たるこ とにと どまるところの単純なもの
であ り  A 即ちひとつの今であ りながら絶対に多くの今であるところの今である」

一 「集合された今の数多性」

19 場所 (此処) に船る指示の運動

CH    fi]

20 結論と批判 /
 E 感覚的確信の歴史性

2i 結論と批判2 (88)
 E 言葉と物 :感覚的確信の絶対的個別性に留まろう とする限り A 言葉は指示の不能

を露呈する B
一 「払金せられる ところの感覚的な 「このもの」 は自体的に普遍的なも
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のである意識に所属せる言葉にとっては到達できぬもの」 である

・ 語るという こと (称念の口を塞ぐ本性)
指摘による語りへの支援は感賞的確信の真理の経験を葡す

普遍的なものであるこ との意味の確認

直接的なものを知るこ とから、 ・真に捉える (知覚する) こ とへの移行
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